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0-1：注記　/　為替情報

注記情報 主な為替レート
・2019年度 決算期変更の実施 ・P/L：期中平均レート、B/S：期末レート
　　2019年度は、海外グループ会社（ブラマー、豪州IFSを除く）の決算期変更の為、15ヶ月の変則決算となっております。
    そのため、一部資料では調整した数値を記載しております。

2020年度 2020年度 2021年度 2021年度
3Q 期末 3Q 差 増減率 計画前提※

・一部製品のセグメントの変更による遡及修正 106.11 106.06 111.10 +4.99 ＋4.7% 111.10

　　2021年度より、一部製品を大豆加工素材セグメントから乳化・発酵素材セグメントへ組み替えています。 103.50 110.71 115.02 +4.31 ＋3.9% －

　　その為、2020年度及び2019年度の数値を参考値として遡及修正して表示しています。 19.71 19.62 20.72 +1.01 ＋5.1% 20.72

19.92 19.44 20.61 +1.17 ＋6.0% －

122.38 123.70 130.62 +8.24 ＋6.7% 130.62

126.95 129.80 130.51 +0.71 ＋0.5% －

15.44 15.67 17.25 +1.81 ＋11.7% 17.25

15.88 16.84 18.06 +1.22 ＋7.2% －

・P/Lは前年同期を、B/Sは前年度期末（2020年度末）を比較
・2021年度 3Qのブラマーに適用した為替レート(＄)は、P/L 109.55、B/S 114.03
※計画前提P/Lレートは、2022年2月時点の見通しの数値

B/S

P/L

B/S

対前年同期

＄

BRL

€

人民元

P/L

B/S

P/L

B/S

P/L
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(単位：億円）

●特記事項

43 34

売上高は原材料高に対応した価格改定及び販売数量の増加により149億円の増収になりました。
営業利益は▲22億円の減益。拡販や価格改定への注力、コストダウン、経費削減により原材料高の影響を一部抑制も、原材料価格の一段高による更なる価格改定の遅れ、米国新工場
のハリケーンや新型コロナウイルス影響による拡販遅れ、米州油脂の一部低採算契約の履行に伴う採算性の低下、また物流費や人件費の高騰を主要因に減益となりました。

62 40

▲19
▲9

営業利益率 6.1%
経常利益
四半期純利益

3.5%

・上記業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。
・2021年度より、大豆加工素材事業の豆乳およびUSS豆乳製品を乳化・発酵素材事業に組み替えたため、2020年度の値を遡及修正して表示しております。

▲8

▲22

▲9

▲3

▲0

前年同期比
増減額

16 7 【↗】日本の洋菓子向け、中国のベーカリー市場向けへの販売数量の増加。
【↘】原材料価格の一段高により、更なる価格改定を実施も、中国・東南アジアを中心に浸透の遅れなどにより採算性が低下。

7 3 【↗】新工場稼働による大豆たん白素材の販売数量の増加。
【↘】コモディティ品の競争に加え、価格改定の遅れにより採算性が低下。

1,006 1,154

+32

▲9

増減要因(対前年同期比較）

+2

+149

▲8

▲2

218 販売価格の上昇に加え、中国での販売数量の増加等により増収。

86

乳化・発酵素材

大豆加工素材

合計

売上高

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

植物性油脂

業務用チョコレート

乳化・発酵素材

大豆加工素材

合計

グループ管理費用

植物性油脂

業務用チョコレート

22 14
【↗】各エリアで価格改定に注力し、東南アジア・欧州においてチョコレート用油脂（CBE)が堅調に推移したことから、採算性が向上。
【↘】米国のハリケーンやコロナ影響による油脂新工場の稼働開始時期・拡販の遅れにより赤字増加(▲5億円)。
また、一部の低採算取引の契約履行や物流費・人件費の高騰による米国油脂の採算悪化。

26 24 【↗】各エリアで需要の回復に対応した拡販により採算性が改善。
【↘】ブラマーは、物流費・人件費高騰に加え、欠勤対応や残業・週末稼働による追加コストの発生、メンテナンス費用の増加。

347

470 502

199

1-1： 2021年度 連結業績3Q(3ヶ月)

+96

+19

FY2020
3Q実績

FY2021
3Q実績

85

60 41

●業績概要

▲2.7pt

252

日本の大豆たん白素材や、中国の機能剤の販売数量が増加し増収。

原材料価格上昇による販売価格の上昇、米州・欧州での販売数量の増加により増収。

日本、ブラジル、中国、東南アジア、欧州での販売数量の増加、また販売価格の上昇により増収。
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(単位：億円）
1-2： 2021年度

前年同期比
増減額 増減要因(対前年同期比較）

連結業績 3Q累計

植物性油脂 722

FY2020
3Q累計

FY2021
3Q累計

乳化・発酵素材 536

業務用チョコレート 1,221 1,378 +157

964 +243 原材料価格上昇による販売価格の上昇、販売数量の増加により増収。

販売数量の増加により増収。

売上高

大豆加工素材 253 262 +9

595 +59 日本におけるトーラクの譲渡による減収要因はあったが、中国を主とした各エリアでの販売数量の増加、
販売価格の上昇により増収。

大豆たん白素材の販売数量の増加、販売価格の上昇を主因に増収。

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

植物性油脂 56 57

3,199 +468合計 2,731

+1
【↗】各エリアでの価格改定への注力による採算維持に加え、需要の回復が見られるエリアでの拡販を実施。
【↘】米州にて遅れていた低採算案件の顧客引き取りが、３Qに発生し採算性が低下。また、３Qから本格稼働した米州の新工場がハリケーンや、新型コ
ロナウイルスの影響による低稼働により赤字幅拡大（▲9億円）。

業務用チョコレート 54 52

【↗】顧客需要をとらえた積極的な拡販による販売数量の増加に加え、日本の洋菓子向けの販売数量の増加。
【↘】原材料価格の一段高による、中国・東南アジアでの価格改定の遅れ、東南アジアでの物流混乱による出荷遅延。

▲2
【↗】コロナ禍からの需要回復を確実にとらえた積極的な拡販活動により販売数量が増加。
【↘】ブラマーでの生産性安定化に取り組むもコロナ禍で人材確保の遅延・未達、また、緊急雇用対策として人件費が急増。更に、米国内物流費の上
昇、ローリーの確保難が発生し、原料調達・販売に影響、老朽化対策設備投資の遅延による設備トラブルによるメンテナンス費用の増加。

大豆加工素材 29 21 ▲8
【↗】日本での大豆たん白素材の堅調な需要に加え、価格改定を実施。
【↘】原材料価格の高止まりを受けた更なる価格改定の遅れや、コモディティ品の競争激化による収益性の低下。
前期比では欧州の新工場の費用も負担。

乳化・発酵素材 22 16 ▲6

合計 135 119 ▲16

グループ管理費用 ▲27 ▲27 ▲1

営業利益率 5.0%

経常利益 129 118 ▲11

3.7% ▲1.2pt

四半期純利益 86

●業績概要 売上高は原材料高に対応した価格改定及び販売数量の増加により468億円の増収になりました。
営業利益は▲16億円の減益。需要の回復を背景とした費用の増加を、拡販や価格改定による増収効果で一部はカバーしたものの、３Q以降の原材料価格の一段高による更なる価格対応
や、世界規模での物流混乱の長期化、また、米州油脂での特殊要因等により減益となりました。

●特記事項 ・上記業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。
・2021年度より、大豆加工素材事業の豆乳およびUSS豆乳製品を乳化・発酵素材事業に組み替えたため、2020年度の値を遡及修正して表示しております。

94 +8 固定資産売却益の計上等により増加。
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1-3： 2021年度　連結業績 (3Q累計/事業別･所在地別マトリクス）
(単位：百万円）

売上高 年度※ 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計
実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比

植物性油脂 FY2021 3Q 32,020 +5,658 30,349 +8,122 14,538 +3,745 2,226 +133 17,299 +6,613 96,435 +24,272
FY2020 3Q 26,362 - 22,227 - 10,793 - 2,093 - 10,686 - 72,163 -
FY2019 (4-12月) 26,594 - 20,585 - 12,046 - 2,065 - 11,534 - 72,824 -

 業務用チョコレート FY2021 3Q 29,657 +3,099 90,944 +8,542 8,800 +1,914 4,922 +882 3,497 +1,291 137,822 +15,727
FY2020 3Q 26,558 - 82,402 - 6,886 - 4,040 - 2,206 - 122,094 -
FY2019 (4-12月) 28,837 - 88,483 - 8,051 - 2,287 - 2,655 - 130,314 -

 乳化･発酵素材 FY2021 3Q 39,184 +1,202 - - 8,426 +1,597 11,876 +3,095 - - 59,488 +5,894
FY2020 3Q 37,982 - - - 6,829 - 8,781 - - - 53,593 -
FY2019 (4-12月) 46,933 - - - 7,233 - 8,853 - - - 63,018 -

 大豆加工素材 FY2021 3Q 24,592 +563 - - - - 1,596 +333 - - 26,189 +896
FY2020 3Q 24,029 - - - - - 1,263 - - - 25,292 -
FY2019 (4-12月) 23,796 - - - - - 1,552 - - - 25,349 -

売上高計 FY2021 3Q 125,455 +10,523 121,294 +16,664 31,766 +7,258 20,622 +4,444 20,796 +7,903 319,936 +46,791
FY2020 3Q 114,932 - 104,630 - 24,508 - 16,178 - 12,893 - 273,144 -
FY2019 (4-12月) 126,161 - 109,068 - 27,331 - 14,756 - 14,189 - 291,505 -

上記売上高は外部顧客への売上高を記載しています。

営業利益 年度※ 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計
実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比

植物性油脂 FY2021 3Q 3,042 ▲155 256 ▲924 1,477 +577 ▲9 ▲151 865 +812 34 ▲77 - - 5,665 +79
FY2020 3Q 3,197 - 1,180 - 900 - 142 - 53 - 111 - - - 5,586 -
FY2019 (4-12月) 3,514 - 1,881 - 826 - 171 - 875 - 89 - - - 7,357 -

 業務用チョコレート FY2021 3Q 4,818 +631 ▲124 ▲1,016 324 +62 101 +261 102 ▲133 17 ▲11 - - 5,241 ▲203
FY2020 3Q 4,187 - 892 - 262 - ▲160 - 235 - 28 - - - 5,445 -
FY2019 (4-12月) 5,239 - ▲439 - 647 - 93 - 330 - 9 - - - 5,880 -

 乳化･発酵素材 FY2021 3Q 1,577 +559 - - ▲556 ▲513 447 ▲654 - - 180 +48 - - 1,648 ▲559
FY2020 3Q 1,018 - - - ▲43 - 1,101 - - - 132 - - - 2,208 -
FY2019 (4-12月) 1,900 - - - 337 - 1,008 - - - 132 - - - 3,377 -

 大豆加工素材 FY2021 3Q 2,047 ▲660 - - - - 255 ▲68 ▲231 ▲191 31 +82 - - 2,102 ▲835
FY2020 3Q 2,707 - - - - - 323 - ▲40 - ▲51 - - - 2,938 -
FY2019 (4-12月) 2,756 - - - - - 429 - ▲13 - 59 - - - 3,232 -

連結調整 FY2021 3Q 104 +78 2 ▲4 ▲1 ▲3 6 ▲8 ▲3 ▲95 ▲108 +35 - - - -
FY2020 3Q 26 - 6 - 2 - 14 - 92 - ▲143 - - - - -
FY2019 (4-12月) 109 - ▲0 - 38 - 38 - ▲87 - ▲97 - - - - -

 グループ管理費用 FY2021 3Q - - - - - - - - - - - - ▲2,735 ▲78 ▲2,735 ▲78
FY2020 3Q - - - - - - - - - - - - ▲2,656 - ▲2,656 -
FY2019 (4-12月) - - - - - - - - - - - - ▲2,741 - ▲2,741 -

営業利益計 FY2021 3Q 11,590 +452 134 ▲1,945 1,244 +122 800 ▲622 733 +393 154 +78 ▲2,735 ▲78 11,923 ▲1,598
FY2020 3Q 11,138 - 2,079 - 1,122 - 1,422 - 340 - 76 - ▲2,656 - 13,522 -
FY2019 (4-12月) 13,521 - 1,442 - 1,847 - 1,740 - 1,104 - 192 - ▲2,741 - 17,105 -

※「FY2019（４-12月）」は、2019年４-12月の各社決算数値を参考値として記載しています。（ブラマー、豪州IFSを除く）
※2021年度より、大豆加工素材事業の豆乳およびUSS豆乳製品は、乳化・発酵素材事業に振り替えて表示しています。その為、2020年度及び2019年度の数値を参考値として遡及修正して表示しています。
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1Q 2Q 3Q 4Q
億円 41 79 119

　営業利益成長率 ％ ▲3.4% ＋7.8% ▲11.8%

億円 83 163 248

億円 39 84 138 ※補足

億円 30 61 93

％ 4.1% 4.1% 4.0%

％ 8.7% 7.2% 7.3%

％ 3.6% 2.9% 2.9% 計画

回 1.09 1.11 1.10

倍 2.2 2.2 2.3

ROIC ％ 3.7% 3.5% 3.4%

億円 3,640 3,736 4,025

億円 1,335 1,350 1,483 株主還元

億円 1,149 1,191 1,281

億円 716 719 706

％ 45.8% 45.3% 43.4%

％ 116.8% 119.0% 128.5% 1株当たりの配当金の推移 (単位：円)

億円 487 479 484

億円 5 11 16

％ 29% 28% 27%

倍 0.80 0.80 0.85

倍 0.65 0.66 0.71

億円 32 31 17

億円 ▲45 ▲82 ▲129

億円 ▲14 ▲51 ▲112

億円 ▲9 3 104

日 103 105 110

31%

0.94

0.67

265

▲109

156

▲76

110

3.9%

3,609

1,433

1,164

639

42.3%

134.4%

480

16

▲18.7%

257

154

87

4.7%

7.5%

3.2%

1.00

2.4

-

236

-

415

180

130

10.5%

2018年度のCCCはブラマーを除く。
2019年度は15ヶ月決算を12ヶ月に換算し算出

4.0%

2.4

5.1%

3,674

1,462

3,905

1,605

655

105

171

有利子負債÷自己資本

135

※補足：主な設備投資2021(累計実績）

億円

5
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ブラマー設備投資 22

項目 2018 2019
15ヶ月決算

年度 主な投資項目

米州 油脂　新拠点設立

米州

2020

179

-

343

150
3Q累計
2020

2-1:主な指標 

備考単位 2021
修正予想

185

▲9.5%

312

159

営業利益

▲16.3%

-

190

大項目

PL項目

3.9%

110

5.5%

営業利益×(1-法人税率)
÷(期末株主資本+有利子負債)

CCC

NET運転資本

自己資本比率

負債比率

のれん(広義)

のれん(広義)純資産比率

D/Eレシオ

のれん償却額

Net D/Eレシオ

投資キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー

経常利益÷総資産
（期首と期末の平均値)

有形固定資産の設備投資

売上高純利益率×総資産回転率
×財務レバレッジ

当期純利益÷売上高

売上高÷総資産

総資産÷自己資本

有形固定資産の減価償却費

財務キャッシュフロー

のれん（広義）とは、のれんに加え、商標権、
その他無形固定資産等を含んだもの

総資産回転率

財務レバレッジ

営業キャッシュフロー

総資産

有利子負債

NET有利子負債

EBITDA

設備投資

減価償却

ROA

ROE

売上高純利益率

Net有利子負債（有利子負債ｰ現預金）
÷株主資本

40.1%

147.9%

7

▲565

-

-

-

-

-

-

1.13

1,276

5.9%

605

38%

1.03

0.87

7.3%

3.8%

0.77

2.5

226

▲791

1,392

24

113

632

42.3%

134.7%

527

33%

0.94

0.75

371

▲183

188

▲207

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

35

30

17 18

17

22

計 138

米州 油脂 新拠点設立 11

計 190

23

ブラマー設備投資

2014

米州

　・配当性向30-40％

　・安定かつ継続的な配当の実施

ハラルド新工場・設備投資など 25

中国 生産ライン拡張

配当性向合計

42

期末配当中間配当

2021

2021

米州

欧州

米州

13

3Q累計

ハラルド新工場・設備投資など

水溶性えんどう多糖類の新工場設立

年度

2013

BS項目

CF項目

株主還元方針

27.4%

27.6%

32.6%

31.2%

30.0%

37.1%

27 29 56

26 26 52

22 44

13 26

13

22

2015

466

21

122.2%

2021
予想

26 26 52 38.9%

25 48

25

29.4%

40.6%

25 50

2020

2017

2018

2019

23

107

29%

0.82

0.63 2016

208

4.8%

7.0%

3.0%

118

1.02

2.2

4.0%

3,585

＊¹  FY2019、2020の営業利益成長率：FY2019が15ヶ月決算のため非表示。
＊²　過年度のEBITDA：遡及修正した値を記載。
＊³　FY2020.3Q累計、FY2021.1Q∼3Q累計のROA、ROE、ROIC：年間換算した参考値を記載。
＊4 年度は期末総資産、四半期は期首と期末の平均値の総資産を用いて算出。
＊5 2021年11月時点の計画。

382

▲174

208

▲199

1,313

1,108

697

44.6%

＊²

＊¹ ＊¹

＊³

＊4

＊5
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(単位：億円）

1,301

1,839

793

367

4,300

▲7

▲5

▲8

▲9

+321

+229

+87

+16

+652

1,305

1,853

793

349

4,300

72

71

19

26

親会社株主に帰属する当期純利益 110 115 -115 +5

168 ▲23145

115

●業績概要 売上高：原材料価格の上昇等により増収を計画。11月修正予想からの修正は無し。
営業利益：原材料価格の高止まりによる採算性の低下に加え、物流費・人件費の上昇、米国油脂の新工場の拡販遅れにより減益。11月修正予想から▲30億円の修正。

●特記事項 ・上記業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。
・2021年度より、大豆加工素材事業の豆乳およびUSS豆乳製品を乳化・発酵素材事業に組み替えたため、2020年度の値を遡及修正して表示しております。

　

　168 ▲31経常利益 176

150

3.5%営業利益率 4.9% 4.5% ▲0.7pt

合計 179 180 ▲30180

4.2%

▲29

▲1.4pt

▲3

乳化・発酵素材 27

グループ管理費用 ▲38 ▲42 +3

▲11 日本での洋菓子向けの堅調な販売や、価格改定の浸透を見込むも、東南アジアや中国での
価格改定の遅れ等により減益。

大豆たん白素材の販売は堅調な推移を見込むも、価格改定による一部製品群の販売数量の減少や、
採算性の低下を見込み、減益。

38

75

86

29

30

▲41 ▲0▲38

販売数量の増加に加え、販売価格の上昇を見込み増収。

803

合計 3,648 4,000 -

大豆加工素材 35 34 ▲4

東南アジアや欧州でのチョコレート用油脂が堅調、また価格改定も計画並みに進捗も、
米州新工場の拡販遅れや、4Q以降の更なる原材料価格上昇による採算性低下を見込み、減益。

業務用チョコレート 76 89 ▲15 販売数量の回復、価格改定の浸透による増益要因も、米国での経費の増加、
オミクロン株拡大による生産数量未達により、計画を修正。前期比では先物益剥落を主因に、減益。

営業利益

植物性油脂 79 62

原材料価格の上昇による販売価格の上昇により増収。

業務用チョコレート 1,624 1,762 +14 販売数量の増加により増収。

売上高

植物性油脂 984 1,075 +4

乳化・発酵素材 706 - 日本や中国での販売数量の回復等により増収。

大豆加工素材 333 360 ▲18

3-1： 2021年度 連結業績予想

通期

FY2020
実績

FY2021
期初予想

増減額
FY2021 11月修正予想

VS
FY2021 2月修正予想

備考
FY2021

11月修正予想
(2021年11月)

増減額
FY2020 実績

VS
FY2021 2月修正予想

FY2021
2月修正予想
(2022年2月)
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3-2： 2021年度 連結業績予想（通期/事業別・所在地別マトリクス）
(単位：百万円）

売上高 年度 ※ 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂 2021 修正計画（22年2月） 42,700 +7,479 42,800 +12,467 19,700 +4,713 2,800 +86 22,500 +7,344 130,500 +32,087
2021 修正計画（21年11月） 40,800 +5,579 46,500 +16,167 18,700 +3,713 2,500 ▲214 21,600 +6,444 130,100 +31,687
2021 期初計画 35,700 +479 38,000 +7,667 16,400 +1,413 2,800 +86 14,600 ▲556 107,500 +9,087
2020 実績 35,221 - 30,333 - 14,987 - 2,714 - 15,156 - 98,413 -

 業務用チョコレート 2021 修正計画（22年2月） 40,500 +4,229 121,000 +13,262 12,100 +2,371 6,900 +1,272 4,800 +1,724 185,300 +22,855
2021 修正計画（21年11月） 41,900 +5,629 118,700 +10,962 12,100 +2,371 6,600 +972 4,600 +1,524 183,900 +21,455
2021 期初計画 38,400 +2,129 114,100 +6,362 12,100 +2,371 7,900 +2,272 3,700 +624 176,200 +13,755
2020 実績 36,271 - 107,738 - 9,729 - 5,628 - 3,076 - 162,445 -

乳化･発酵素材 2021 修正計画（22年2月） 52,200 +2,475 - - 11,200 +1,992 15,900 +4,236 - - 79,300 +8,701
2021 修正計画（21年11月） 52,200 +2,475 - - 11,000 +1,792 16,100 +4,436 - - 79,300 +8,701
2021 期初計画 52,500 +2,775 - - 11,000 +1,792 16,800 +5,136 - - 80,300 +9,701
2020 実績 49,725 - - - 9,208 - 11,664 - - - 70,599 -

大豆加工素材 2021 修正計画（22年2月） 32,900 +1,256 - - - - 2,000 +323 - - 34,900 +1,579
2021 修正計画（21年11月） 34,600 +2,956 - - - - 2,000 +323 100 +100 36,700 +3,379
2021 期初計画 33,900 +2,256 - - - - 2,000 +323 100 +100 36,000 +2,679
2020 実績 31,644 - - - - - 1,677 - - - 33,321 -

売上高計 2021 修正計画（22年2月） 168,300 +15,437 163,800 +25,729 43,000 +9,075 27,600 +5,915 27,300 +9,068 430,000 +65,221
2021 修正計画（21年11月） 169,500 +16,637 165,200 +27,129 41,800 +7,875 27,200 +5,515 26,300 +8,068 430,000 +65,221
2021 期初計画 160,500 +7,637 152,100 +14,029 39,500 +5,575 29,500 +7,815 18,400 +168 400,000 +35,221
2020 実績 152,863 - 138,071 - 33,925 - 21,685 - 18,232 - 364,779 -

上記売上高は外部顧客への売上高を記載しています。

営業利益 年度 ※ 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂 2021 修正計画（22年2月） 3,791 ▲659 377 ▲1,550 1,794 +703 ▲17 ▲184 1,175 +1,100 75 ▲85 - - 7,195 ▲677
2021 修正計画（21年11月） 3,835 ▲615 1,120 ▲807 1,222 +131 ▲32 ▲199 1,168 +1,093 181 +21 - - 7,495 ▲377
2021 期初計画 3,499 ▲951 1,127 ▲800 793 ▲298 ▲61 ▲228 754 +679 48 ▲112 - - 6,160 ▲1,712
2020 実績 4,450 - 1,927 - 1,091 - 167 - 75 - 160 - - - 7,872 -

業務用チョコレート 2021 修正計画（22年2月） 6,169 +295 207 ▲1,061 565 +216 8 +174 120 ▲113 17 ▲31 - - 7,086 ▲522
2021 修正計画（21年11月） 6,678 +804 1,215 ▲53 610 +261 ▲42 +124 112 ▲121 36 ▲12 - - 8,611 +1,003
2021 期初計画 5,765 ▲109 2,116 +848 798 +449 39 +205 137 ▲96 33 ▲15 - - 8,888 +1,280
2020 実績 5,874 - 1,268 - 349 - ▲166 - 233 - 48 - - - 7,608 -

乳化･発酵素材 2021 修正計画（22年2月） 1,854 +394 - - ▲763 ▲611 592 ▲726 - - 180 +107 - - 1,863 ▲836
2021 修正計画（21年11月） 1,601 +141 - - ▲334 ▲182 1,477 +159 - - 200 +127 - - 2,945 +246
2021 期初計画 1,662 +202 - - 274 +426 1,801 +483 - - 39 ▲34 - - 3,776 +1,077
2020 実績 1,460 - - - ▲ 152 - 1,318 - - - 73 - - - 2,699 -

大豆加工素材 2021 修正計画（22年2月） 2,576 ▲729 - - - - 343 +12 ▲327 ▲201 31 +53 - - 2,624 ▲864
2021 修正計画（21年11月） 2,669 ▲636 - - - - 580 +249 ▲333 ▲207 89 +111 - - 3,006 ▲482
2021 期初計画 3,040 ▲265 - - - - 644 +313 ▲365 ▲239 72 +94 - - 3,391 ▲97
2020 実績 3,305 - - - - - 331 - ▲126 - ▲22 - - - 3,488 -

連結調整 2021 修正計画（22年2月） 145 +95 2 ▲2 ▲1 ▲6 6 ▲13 ▲3 ▲123 ▲149 +51 - - - -
2021 修正計画（21年11月） 215 +165 ▲1 ▲5 4 ▲1 23 +4 32 ▲88 ▲274 ▲74 - - - -
2021 期初計画 192 +142 - ▲4 - ▲5 - ▲19 - ▲120 ▲192 +8 - - - -
2020 実績 50 - 4 - 5 - 19 - 120 - ▲200 - - - - -

グループ管理費用 2021 修正計画（22年2月） - - - - - - - - - - - - ▲3,773 ▲17 ▲3,773 ▲17
2021 修正計画（21年11月） - - - - - - - - - - - - ▲4,059 ▲303 ▲4,059 ▲303
2021 期初計画 - - - - - - - - - - - - ▲4,215 ▲459 ▲4,215 ▲459
2020 実績 - - - - - - - - - - - - ▲3,756 - ▲3,756 -

営業利益計 2021 修正計画（22年2月） 14,538 ▲602 586 ▲2,614 1,594 +300 932 ▲738 965 +662 154 +96 ▲3,773 ▲17 15,000 ▲2,911
2021 修正計画（21年11月） 15,000 ▲140 2,334 ▲866 1,504 +210 2,007 +337 978 +675 233 +175 ▲4,059 ▲303 18,000 +89
2021 期初計画 14,158 ▲982 3,243 +43 1,865 +571 2,423 +753 526 +223 - ▲58 ▲4,215 ▲459 18,000 +89
2020 実績 15,140 - 3,200 - 1,294 - 1,670 - 303 - 58 - ▲3,756 - 17,911 -

※2021年度より、大豆加工素材事業の豆乳およびUSS豆乳製品は、乳化・発酵素材事業に含めて表示しています。その為、2020年度の数値を遡及修正して表示しています。
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3-3: 2021年度　業績予想の修正について
2021年11月に公表した通期業績予想では、期初予想の営業利益計画（180億円）を据え置いておりましたが、
第3四半期の業績や直近の動向を踏まえ、通期営業利益の予想を150億円に下方修正しました。

①エリア別　営業利益増減要因（対前年同期）

②主な増減要因（対前年同期）
エリア 増減

日本 ↘

↘

↘

↘

↗

東南アジア ↗

中国 ↘

欧州 ↗

販売数量の増加

販売数量の増加

176

110

高付加価値なチョコレート用油脂であるCBEの販売が堅調に推移。

高付加価値なチョコレート用油脂であるCBEの販売が堅調に推移。

生産量確保と積極的な拡販、及び継続的な価格改定が原材料高、レアル安による原価上昇をカバー。

競争環境激化により、価格改定による収益確保の計画が未達となる見込み。

項目

採算性の低下・販売数量減少

 新工場の費用増加（米国・油脂）

 原料ポジション損（米国・油脂）

 労働者不足、人件費の高騰(米国・油脂、チョコレート)

 販売数量の増加、採算改善（ブラジル・チョコレート）

採算性の低下

前年同期のスポット需要の剥落による販売数量の減少や、原材料高による採算性の低下を見込み、各セグメントで減益を計画。

米州

今期より稼働を開始した油脂新工場の拡販遅れによる収益性の低下。

原材料高影響により低採算化した一部契約の履行が３Qを中心に行われ、採算性が低下。

労働者不足により人件費が高騰。また自社の生産体制構築の遅れに加え、顧客での人員不足による生産量の減少も影響。

要因

営業利益 180
（上期70、下期110）

180
（上期79、下期101）

150
（上期79、下期71）

経常利益 168 168 145

179
（上期73、下期106）

親会社株主に帰属する当期純利益 115 115 115

売上高 4,000 4,300 4,300

（単位：億円）

FY2021 期初予想 FY2021 修正予想
（2021年11月公表）

FY2021 修正予想
（2022年2月公表）

FY2020 実績

3,648

106

69 71 71

▲14

▲19

＋2 ▲6
＋3 ▲2 ＋0

FY2020
下期実績

日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ
管理費用

FY2021
下期予想

（2022年2月）

下期営業利益予想（対前年同期）

▲16
▲3

▲5
▲3
▲3
▲3

＋4
＋1
▲4

▲1
▲5

＋5
▲1

※2022年2月
修正予想

単位：億円

～ ～
植物性油脂 業務用チョコレート 乳化・発酵素材 大豆加工素材
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FY2021 3Q Pickup：各エリアのマーケットの状況と販売動向

エリア

ブラジル

東南アジア

中国

欧州

米国

日本

業務用チョコレート

・土産向け販売数量はコロナウイルスから回復基調であった2020年10-12月期比で微増、2019年10-12月期比では約75%で推移。
・アイス向けの減少、巣ごもり需要の剥落はあったが、チョコレート全体では新規案件、企画物への採用が増加し、2020年10-12月期比で増加。
乳化・発酵素材

・プチ贅沢需要が継続し、洋菓子向け販売数量は堅調に推移。

大豆加工素材
・2021年10-12月期は、粒状大豆たん白は健康需要の継続により、2020年10-12月期比で増加。
・飲料向け機能剤は、新型コロナウイルスの影響を受け需要が落ちた2020年10-12月期並みで推移。

植物性油脂

・新型コロナウイルスの再拡大により、外食市場向けの需要が低迷していた2020年10-12月期並みで推移。
・北米では労働者不足が社会問題化。トラックドライバー不足、物流遅延等により、需給が逼迫する傾向が顕著。

業務用チョコレート(3Q: 8-10月）
・2021年8-10月の米国のチョコレート（最終商品）の売上金額は、2020年8-10月と比較して微増。（当社調べ）安定した需要が継続。
・需要は堅調な一方、物流混乱、労働者不足の影響が継続。

業務用チョコレート

・各種キャンペーンによる拡販により、好調に推移した2020年10-12月期より増加。

業務用チョコレート

・（インドネシア）アイス、リテール市場向けの販売数量は2020年10-12月期からは増加。
　　オフィス・学校での需要低下は継続も、販売数量は2019年7-9月期比は65%、2019年10-12月期比では約90%と回復基調。
乳化・発酵素材

・景況感の悪化も、中規模都市のベーカリー市場は堅調な推移が続く。

3Q（2021年10-12月）マーケット状況と販売動向

植物性油脂/業務用チョコレート

・土産市場は新型コロナウイルスの影響を受けた2020年10-12月期から回復。

・サプライチェーンの混乱が続く中、旺盛な需要に着実に対応し販売数量が増加。
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IR補足①：主要製品群の販売数量推移（前年同期比）

19年度
比（*5)

20年度
比

19年度
比（*5)

20年度
比

19年度
比（*5)

20年度
比

19年度
比（*5)

20年度
比

19年度
比（*5)

20年度
比

日本 97% 97% 107% 102% 108% 108% - 108% 105% 111% 98% 104% 98% 101% 99% 101% 106% 96% 99% 102% 103% 99% 100% 102% 102% 100%

米州 102% 98% 103% 100% 107% 107% 110% 108% 105% 99% 84% 91% 86% 93% 90% 91% 88% 89% 94% 112% 91% 99% 85% 100% 89% 99%

東南アジア 98% 103% 96% 100% 96% 80% 95% 90% 94% 80% 78% 79% 96% 86% 91% 85% 74% 93% 76% 98% 75% 95% 92% 96% 81% 96%

中国 91% 73% 97% 83% 65% 83% 52% 68% 74% 98% 81% 89% 93% 112% 98% 93% 71% 72% 62% 77% 66% 75% 50% 54% 60% 66%

欧州 93% 84% 83% 84% 78% 103% 93% 91% 88% 69% 86% 78% 80% 136% 103% 91% 124% 180% 133% 153% 129% 164% 107% 135% 120% 153%

合計 100% 96% 97% 97% 96% 94% 97% 96% 96% 88% 84% 87% 91% 98% 94% 90% 89% 101% 93% 110% 92% 106% 93% 102% 91% 104%

日本 96% 93% 103% 98% 100% 102% - 101% 100% 94% 94% 94% 95% 105% 100% 97% 107% 114% 100% 106% 104% 110% 100% 104% 102% 108%

米州(ブラジル) 101% 82% 131% 96% 105% 128% 105% 113% 106% 47% 114% 84% 100% 114% 106% 98% 101% 218% 141% 123% 123% 147% 102% 102% 113% 124%

東南アジア 103% 119% 127% 123% 106% 101% 98% 102% 110% 82% 92% 87% 95% 105% 100% 94% 96% 117% 99% 110% 99% 113% 101% 106% 99% 111%

中国 122% 99% 104% 101% 106% 121% 82% 105% 103% 143% 194% 172% 156% 255% 190% 182% 165% 115% 161% 83% 163% 95% 166% 106% 164% 99%

欧州 123% 123% 106% 114% 114% 95% 97% 102% 106% 77% 81% 79% 89% 110% 99% 88% 117% 152% 114% 125% 109% 137% 135% 152% 117% 142%

合計(ブラマー除く) 103% 95% 115% 104% 104% 111% 101% 106% 105% 79% 103% 92% 100% 113% 106% 99% 105% 133% 115% 112% 110% 120% 106% 106% 109% 114%

ブラマー(*1) - 107% 98% 102% 93% 91% - 92% 97% 100% 82% 90% 102% 94% 98% 94% 105% 106% 88% 108% 96% 107% 98% 96% 96% 103%

合計（ブラマー含む） - - - - - - - - - - - - - - - - 105% 116% 101% 110% 102% 113% 102% 100% 102% 108%

クリーム 99% 107% 104% 105% 97% 96% - 97% 101% 87% 97% 92% 102% 101% 101% 97% 104% 119% 105% 108% 104% 113% 108% 106% 106% 111%

マーガリン
ショートニング 96% 84% 85% 85% 82% 86% - 84% 84% 82% 88% 85% 96% 97% 96% 90% 83% 102% 86% 98% 84% 100% 93% 98% 87% 99%

東南アジア クリーム 110% 116% 116% 116% 130% 105% 85% 104% 110% 69% 109% 89% 99% 90% 96% 92% 108% 157% 78% 72% 93% 105% 79% 79% 88% 95%

マーガリン
ショートニング 103% 94% 88% 91% 83% 86% 77% 82% 86% 93% 107% 100% 105% 132% 115% 107% 109% 118% 101% 94% 105% 105% 127% 121% 113% 111%

フィリング 142% 115% 114% 114% 98% 98% 72% 90% 99% 94% 112% 103% 104% 155% 124% 113% 135% 144% 125% 111% 130% 126% 128% 123% 129% 125%

大豆たん白素材 104% 101% 104% 103% 102% 109% - 106% 104% 108% 108% 108% 106% 106% 106% 107% 113% 106% 111% 103% 112% 104% 108% 102% 111% 104%

大豆たん白食品 93% 108% 102% 105% 98% 98% - 98% 101% 93% 104% 99% 96% 101% 98% 99% 100% 107% 100% 96% 100% 102% 96% 100% 99% 101%

機能剤 101% 96% 90% 93% 110% 83% - 95% 94% 103% 88% 95% 89% 106% 97% 96% 107% 103% 87% 99% 97% 101% 87% 99% 94% 101%

注）製品区分の見直し等により、過年度の実績値を遡及修正した場合は、当資料も遡及修正後の数値に基づき再表示しております。
*1:ブラマーのP/L連結は2019年1Qから開始、参考値として連結前の同月期の販売数量実績対比の指数を記載しております。
*2:2019年度下期（海外7-3月）については、日本などの3月決算の会社は10-3月を、12月から3月に決算期を変更した海外グループ会社は7-3月の前年同期間を比較しております。
*3:2019年度Totalについては、従来より3月決算の会社の12ヶ月間の販売数量と、決算期を12月から3月に変更した海外グループ会社の15ヶ月間の販売数量の合計を、前年同月比で比較しております。
*4:2020年度については、2019年度に決算期を12月から3月に変更した海外グループ会社については、前年同月比で比較しております。
*5:2021年度実績の2019年度比について、2019年度に決算期変更を行った海外グループ会社は同期間を比較しております。

巣ごもり需要は剥落も需要は堅調。

前年度の新型コロナウイルス影響からの反動増に加え、
スポット需要獲得により増加。

（8-10月）チョコレートは前年並みで推移もカカオ製品が減少。

洋菓子向けが堅調に推移。

宅配需要は剥落も、外食市場への販売数量が増加。

飲料向けは新型コロナウイルスの影響を受けた前年度並みで推移。

パン、洋菓子向けは増加も、マーガリンの受託製造が減少。

前年度の外出規制解除後のスポット需要の剥落。
19年度比では、譲渡した会社の影響により減少。

ベーカリー向けの堅調な需要が継続。

堅調な需要が継続。

巣ごもり需要の剥落はあったが、プロテイン飲料、シリアル向けは
堅調に推移。

パン、ドーナツ向けの販売数量が増加。

メーカー向けの販売数量が伸長。

インドネシアではリテール、パン向けの販売数量が回復。
豪州は堅調に推移。

2021年度　3Q(3ヶ月)ポイント

チョコレート菓子の堅調な需要が継続。

物流の混乱等の要因はあったが前年並みで着地。

高付加価値品であるCBEは堅調に推移も、チョコレート用油脂全体では
前年を下回る。
採算性重視の施策により、低収益の製品群の数量が減少。
*数量が少なく顧客の引き取りタイミングによって数量大きく増減。
土産市場の回復に加え、自社サプライチェーンの有効活用による積極拡
販により増加。

上期

乳化・発酵
素材

日本

中国

大豆加工
素材 日本

チョコレート
（カカオ製品含む）

4Q
海外
20年
1-3月

下期
（*2）

業務用
チョコレート

1Q
１Q ２Q 上期 3Q 4Q

2021年度 実績2020年度 実績(*4)

植物性
油脂

セグメント エリア 製品群 2018

2019年度 実績
Total

(*3)
海外

19年1-
20年3月

チョコレート用油脂

２Q ３Q 3Q累計
下期 Total

１Q
海外
1-3月

2Q
海外
4-6月

上期
海外
1-6月

3Q
海外
7-9月

4Q
海外

10-12月

5
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IR補足②：主要原料チャート（2022年1月末まで）

【市況】
新型コロナウイルスによる労働者不足の影響が継続、生産量回復が限定的。また米国クリーンエネルギー政策による大豆油高騰にも連動し高値継続。
強材料：ラニーニャ現象によるパーム油生産量の減少懸念。
弱材料：相場高騰による需要縮小懸念、大豆油や菜種油との値差縮小。

【市況】
カカオ需要の回復期待により相場は上昇基調も、投機筋主導による相場の上昇と下落が続く。
強材料：21/22クロップは世界全体でのカカオ豆供給不足の予想、コンテナ・本船不足による港湾倉庫のカカオ豆滞留リスク。
弱材料：主要生産国での概ね良好な生産見通し、事前予想を下回ったココア需要。

【市況】
ブラジル、アルゼンチンでの乾燥懸念の高まりや、パーム油の在庫低水準に連動した大豆油の値上がり予測により、大豆も上昇基調。
強材料：原油需給引き締まりによる投機筋の資金流入。ラニーニャ現象によるアルゼンチンの乾燥懸念。
弱材料：米国産大豆需給逼迫の緩和。 南米大豆の作付け進展と豊作の予想。

【市況】
労働者不足の影響が継続、マレーシアパーム核油の生産量、在庫量とも前年を下回り、高値を維持。
強材料：パーム油をはじめとする植物油全般の強地合、経済活動再開による需要の増加。
弱材料：2021/22年度はパーム核油、また類似油脂であるヤシ油（同物性の油）とも生産量が回復見込み。
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IR補足③：主なトピックス、ピックアップ

●2021年度 主なトピックス（日付は当社WEBサイトでの公開日）

Topics 日付 Topics
サプライヤー行動規範の策定による持続可能な開発への取り組み強化 2021.8.3 オランダのFoodvalleyにグローバルイノベーションセンターヨーロッパ設立

2021.4.7 オランダのフードテック特化型大手ファンドへの出資 2021.8.20 「サステナビリティレポート2021」を公開

2021.4.22 One Tree Plantedとの契約によるガーナ西部への10万本の植樹 2021.9.10 「統合報告書2021」 発行

2021.5.20 2021.9.16 10 月に有楽町でプラントベース食の UPGRADE ポップアップ開催

2021.10.12 土壌浄化に大豆ホエイをアップサイクル『ソイビオMA』を発売

「責任ある大豆、大豆製品の調達方針」策定 2021.12.7 CDPより気候変動、水セキュリティ、森林について2年連続で「トリプルA」評価を受賞

持続可能な開発を目指した「責任あるシアカーネルの調達方針」を策定 2021.12.9 北米植物油脂事業拡大に向けた新会社設立

 「FTSE 4GOOD Index Series」「FTSE Blossom Japan Index」構成銘柄に初選定 2021.12.15 第22回グリーン購入大賞「大賞・農林水産大臣賞」受賞-パーム油のサステナブル調達-

第93回定時株主総会 2021.12.16 新市場区分における「プライム市場」選択申請に関するお知らせ

責任あるパーム油調達方針 進捗レポート（2020年7月～12月） 2022.1.20 監査等委員会設置会社への移行および役員人事に関するお知らせ

●ピックアップ
Blommer :新COO（Chief Operating Officer） 就任 CDPより2年連続で「トリプルA」評価を受賞 Blommer: R＆Dセンターを開設
Blommerの新COOにDavid Meggsが就任しました。（2021年12月20日） 当社グループは昨年の日本企業で初めてのトリプルＡ評価（気候変動、 Blommerは、イリノイ州シカゴにR＆Dセンターを設立しました。（2022年1月26日）

北米の４つの生産拠点の運営に加え、Commercialチーム（営業・マーケティング・研究開発・ 水セキュリティ、森林）に続き、2年連続の受賞となりました。 共創の場として、お客様の技術的なサポートや創造的なイノベーションの実現を目指します。

サプライチェーン）を統括。これら連携により更なる成長を目指します。

日付
2021.4.2

2021.6.1

2021.6.1

2021.6.23

2021.6.21

2021.6.25

2021国連食料システムサミットにて、持続可能な原料調達および 地球環境負荷低減に
関する2030年コミットメントを表明
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